
　院内での蘇生といえば二次救命処置ですが、日本では定期的なトレーニングの義務も
ないことから個人の裁量に任されており、普及してるとは言い難い現状にあります。
  指導者側も課題を抱えており、市民向けBLSと看護師に必要な救命処置を混同してい
るケースが多く「人工呼吸の重要性は低い」といった誤った指導や、消防職員に講師を
依頼するケースも見受けられ、院内で起こり得る状況が想定されていないトレーニング
が蔓延しています。
 

 そこで、臨床で本当に必要な救命処置トレーニングを提供することを目的に
第一弾は看護師が運営するACLS1日コースを普及させていくことにしました。

東京都看護協会会員は
割引特典あり

私達は臨床で本当に必要な　
救命処置トレーニングの普及を目指します
私達は臨床で本当に必要な　
救命処置トレーニングの普及を目指します

都内だけでなく各地で開催中
自施設での開催や同僚との
受講相談も随時受付中です

出張コースも可能

インストは全て看護師なので看
護の視点も取り入れながら臨床
に役立つ学習を提供

BLS資格不要

ACLSの受講にあたって
BLS資格は必要なし
さらに1日で修了します
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我々が提供するAHA公式 ACLS1日コースの特徴
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